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【手続補正書】
【提出日】平成26年2月17日(2014.2.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体から分離した被検試料中のＯＡＴＰ１Ｂ３（Organic Anion Transporting Polypep
tide 1B3）ｍＲＮＡの選択的スプライシングバリアントの測定方法であって、
　前記被検試料中の、配列番号：１で表される塩基配列を含むｍＲＮＡを、配列番号：２
で表される塩基配列を含むｍＲＮＡと識別して測定することを含む、測定方法。
【請求項２】
　配列番号：１で表される塩基配列におけるエキソンＳＶの存在を指標として、配列番号
：１で表される塩基配列を含むｍＲＮＡを測定する、請求項１に記載の測定方法。
【請求項３】
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　前記エキソンＳＶを含む領域に設定したプライマーを一方のプライマーとして用いる核
酸増幅法により、配列表の配列番号：１で表される塩基配列を含むｍＲＮＡまたはそのｃ
ＤＮＡの部分領域を特異的に増幅し、増幅産物を測定することを含む、請求項２に記載の
測定方法。
【請求項４】
　前記プライマーの塩基数が１５～３５である、請求項３に記載の測定方法。
【請求項５】
　前記核酸増幅法がＲＴ－ＰＣＲ法である、請求項３または４に記載の測定方法。
【請求項６】
　以下の条件を満足する核酸：
（１）配列番号：１で表される塩基配列を含む核酸とストリンジェントな条件下でハイブ
リダイズする；
（２）配列番号：２で表される塩基配列を含む核酸が共存する場合に、ストリンジェント
な条件下で、当該核酸とハイブリダイズしないか、または、当該核酸とハイブリダイズし
た場合であってもその３'末端がミスマッチとなる。
【請求項７】
　配列番号：１で表される塩基配列におけるエキソンＳＶを含む領域とハイブリダイズす
る、請求項６に記載の核酸。
【請求項８】
　塩基数が１５～３５である、請求項６または７に記載の核酸。
【請求項９】
　請求項１～５のいずれか１項に記載の測定方法により、生体から分離した被検試料中の
ＯＡＴＰ１Ｂ３　ｍＲＮＡの選択的スプライシングバリアントを測定することを含む、が
んの検出方法。
【請求項１０】
　配列番号：１で表される塩基配列を含むＯＡＴＰ１Ｂ３　ｍＲＮＡの選択的スプライシ
ングバリアントを測定する、請求項９に記載の検出方法。
【請求項１１】
　前記がんが大腸がんまたは膵臓がんである、請求項９または１０に記載の検出方法。
【請求項１２】
　請求項１～５のいずれか１項に記載の測定方法により、がん細胞を被検物質の存在下で
培養して得られる培養細胞中のＯＡＴＰ１Ｂ３　ｍＲＮＡの選択的スプライシングバリア
ントを測定する工程と、
　得られた測定結果を、前記被検物質の非存在下における場合と比較および／または評価
する工程と、
を含む、がんの予防および／または治療剤のスクリーニング方法。
【請求項１３】
　配列番号：１で表される塩基配列を含む、ＯＡＴＰ１Ｂ３（Organic Anion Transporti
ng Polypeptide 1B3）ｍＲＮＡの選択的スプライシングバリアント。
【請求項１４】
　（１）配列番号：５、配列番号：７、配列番号：９、または配列番号：１１で表される
アミノ酸配列を含み、かつ、がん細胞またはがん組織において発現が増強するポリペプチ
ド、あるいは、
　（２）配列番号：５、配列番号：７、配列番号：９、または配列番号：１１で表される
アミノ酸配列において、１０％以下のアミノ酸が置換、欠失、および／または挿入された
アミノ酸配列を含み、かつ、がん細胞またはがん組織において発現が増強するポリペプチ
ド。
【請求項１５】
　配列番号：５、配列番号：７、配列番号：９、または配列番号：１１で表されるアミノ
酸配列からなるポリペプチド。
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【請求項１６】
　請求項１４または１５に記載のポリペプチドをコードする核酸。
【請求項１７】
　請求項１６に記載の核酸を含む発現ベクター。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の発現ベクターで形質転換された細胞。
【請求項１９】
　請求項１４または１５に記載のポリペプチドに結合する抗体。
【請求項２０】
　配列番号４、配列番号６、配列番号８、または配列番号１０で表される塩基配列を含む
核酸とストリンジェントな条件下でハイブリダイズし、少なくとも１５塩基を有する核酸
。
【請求項２１】
　生体から分離した被検試料中の、請求項１４または１５に記載のポリペプチドの量を測
定することを含む、がんの検出方法。
【請求項２２】
　請求項１９に記載の抗体を測定に用いる、請求項２１に記載の検出方法。
【請求項２３】
　請求項１４または１５に記載のポリペプチドもしくはその断片、または、請求項１６に
記載の核酸もしくはその断片を含む、特異的な細胞傷害性Ｔ細胞を誘導するためのがんワ
クチン。
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